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 東京都市計画道路幹線街路外郭環状線の２（以下、「外環の２」という。）は、

昭和41年７月に、東京都市計画道路都市高速道路外郭環状線（以下、「外環」

という。）とともに、都内の都市計画道路ネットワークの一部として、「外環」

と同じ位置に都市計画決定された。その後、「外環」については、平成19年４

月に、高架方式から地下方式に都市計画が変更され、平成21年５月に事業化さ

れたが、「外環の２」については、都市計画の取り扱いが未だ定まっておらず、

都市計画に伴う建築の規制などにより、周辺地域のまちづくりの進展が、長期

にわたって制約を受ける状況となっている。 

 この「外環の２」について、都市計画決定権者である都は、広く意見を聴き

ながら検討を進め、都市計画に関する都の方針をとりまとめていくこととして

いる。その一環として、区内においては、都の主催により、平成22年６月から

平成23年８月まで、「練馬区における外環の地上部街路に関する話し合いの会」

が６回にわたり開催されるとともに、平成23年11月には、「練馬区における外

環の地上部街路に関する広く意見を聴く会」が３回開催されたところである。

都は、こうした話し合いなどを踏まえて、今後、「地上部街路のあり方（複数

案）」を公表することとしている。 

 区はこれまでより、「外環の２」については、区内の南北交通に資する都市

計画道路であるとともに、快適な都市環境の創出や延焼遮断帯の形成など環境

面、防災面などの観点からも重要な都市計画道路であるとしているが、こうし

た都の動向などを踏まえ、今回、「『外環の２』に関する今後の取組方針（素

案）」（以下、「取組方針（素案）」という。）をとりまとめた。 

 今後は、この「取組方針（素案）」について、区民意見反映制度に基づき、

区民の意見を聴きながら、「『外環の２』に関する今後の取組方針」をとりまと

めていく。 
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１ 「外環の２」について 

 

 ⑴ 都市計画の概要について               【資料編Ｐ．１】 

 

 ⑵ これまでの主な経緯について           【資料編Ｐ．２～３】 

 

 ⑶ 整備の主な必要性（効果）について 

 

  ア 区西部地域における都市計画道路の整備状況     【資料編Ｐ．４】 

    都市計画道路は、歩行者や自転車、自動車などの交通を安全かつ円滑に

処理する機能のみならず、水道、下水道、電気、電話、ガスなどのライフ

ラインの収容空間、震災時の緊急輸送路や延焼遮断帯として都市の防災性

の向上に寄与するなど、区民の安全で安心、快適な生活に欠くことのでき

ない都市基盤である。区内では、こうした都市計画道路の完成率が約５割

であり、都内全体の約６割と比較して遅れている状況にある。 

    中でも、「外環の２」の沿線地域を含む、区内を南北に通過する笹目通

りを挟んで西側の地域（以下、西部地域という。）における都市計画道路

の完成率は約３割であり、東側の地域の約７割と比較して大きく遅れてい

る。 

    さらに、この西部地域には、東西方向に７路線、南北方向に４路線の都

市計画道路が都市計画決定されており、それぞれが約１km間隔で配置され

ているが、東西方向の路線の完成率は約４割であるのに対し、「外環の２」

を含む南北方向の路線は約１割であり、西部地域における南北方向の都市

計画道路の整備が急務である。 

 

  イ 二酸化炭素（ＣＯ２）排出量の削減         【資料編Ｐ．５】 

    地球温暖化の防止（ＣＯ２排出量の削減）に向け、運輸部門をはじめ、

あらゆる分野における取組を進める必要がある。 

    「外環の２」が整備されると、周辺道路の交通の流れがスムーズになり、

自動車からのＣＯ２排出量が削減され、地球環境の保全に寄与することが

期待される。 

 

  ウ 窒素酸化物（ＮＯｘ）、浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の削減 【資料編Ｐ．６】 

    自動車からのＮＯｘおよびＳＰＭの排出量は、走行速度が高まるにした

がい減少する傾向にある。 

    「外環の２」が整備されると、周辺道路の交通の流れがスムーズになり、

自動車からのＮＯｘおよびＳＰＭの排出量が削減され、都市環境の保全に

寄与することが期待される。 

 

  エ 身近な緑地空間の新たな創出          【資料編Ｐ．７～11】 

    区は、平成18年12月に策定した「みどり30推進計画」において、概ね30

今後の取組方針をとりまとめるにあたって
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年後に緑被率30％を実現することを目指し、道路、河川などの連続するみ

どりを増やしていくこととしている。 

    「外環の２」が整備されると、植樹帯など緑地空間の確保により、連続

したみどりの空間が創出されることが期待される。 

 

  オ 街路樹の形成や電線類の地中化による景観の向上  【資料編Ｐ．12】 

    良好な景観は、暮らしに潤いと安らぎを与えるものであり、より快適に

暮らす都市環境を形成するには、重要な要素のひとつである。 

    「外環の２」が整備されると、街路樹の形成や電線類の地中化などによ

り、良好な景観が形成されることが期待される。 

 

  カ 延焼遮断帯の形成              【資料編Ｐ．13～14】 

    延焼遮断帯とは、地震等に伴う市街地火災の延焼を阻止する機能を果た

す道路、河川、鉄道、公園等の都市施設およびこれらと近接する耐火建築

物等により構成される帯状の不燃空間のことで、震災時の避難経路、救援

活動時の輸送ネットワークなどの機能も担うものとされている。 

    「外環の２」は、都が平成22年１月に策定した「防災都市づくり推進計

画」において、一般延焼遮断帯に指定されており、「外環の２」の整備と

それにあわせた沿道の建築物の不燃化を促進することにより、災害に強い

都市構造の実現に寄与することが期待される。 

   

  キ 救急活動への寄与              【資料編Ｐ．15～16】 

    都内における救急車の現場到着時間は、減少傾向にあるが、全国平均に

比べて時間を要している。 

    「外環の２」が整備されると、避難拠点や都指定の避難場所から災害拠

点病院までの所要時間の短縮が期待される。 

 

  ク 周辺道路の交通状況の改善          【資料編Ｐ．17～18】 

    「外環の２」が整備されると、特に、南北方向の道路の旅行速度が向上

し、自動車での移動にかかる所要時間の短縮が期待される。 

    また、既存の路線バスの定時運行に寄与することも期待される。 

 

  ケ 生活道路に流入する通過交通の減少        【資料編Ｐ．19】 

    「外環の２」が整備されると、生活道路に流入している通過交通等が「外

環の２」に転換することにより、生活道路の交通量の減少が図られ、安全

性の向上等が期待される。 

 

  コ 新たな公共交通の導入の可能性          【資料編Ｐ．20】 

    区内には、駅やバス停から離れ公共交通を利用しづらい地域が存在して

いる。 

    区は、平成20年３月に策定した「練馬区都市交通マスタープラン」にお

いて、駅から800ｍ以上かつバス停（30分に１便以上運行）から300ｍ以上

の地域を「公共交通空白地域」として定義するとともに、地域特性に応じ
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た交通サービスによる最寄駅等までのアクセスの確保や、公共交通の導入

を支える道路網の整備等により、その改善を図ることとしている。 

    「外環の２」の計画区域周辺には、こうした「公共交通空白地域」が分

布しており、「外環の２」が整備されると、新たな公共交通の導入空間と

して機能することが期待される。 

 

 ⑷ 整備に伴い懸念される主な影響について 

 

  ア 家屋等の移転 

    「外環の２」の整備に伴い、都市計画の区域内にある家屋等の移転が必

要となることが懸念されている。 

    一般に、公共事業においては、事業の実施に必要な用地を確保するため

に、事業区域内の家屋等の移転が必要であるが、その多寡のみをもって事

業の必要性を議論することは適切ではない。 

    一方、移転を余儀なくされる関係権利者に対しては、適正な補償のもと、

その生活再建について配慮することが不可欠である。 

 

  イ 大気汚染への影響              【資料編Ｐ．21～24】 

    「外環の２」の整備に伴い、自動車の排気ガスによる大気汚染が懸念さ

れている。 

    これに対し、都は、「外環の２」に類似する路線の二酸化窒素（ＮＯ２）

および浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）は、環境基準を達成していることから、

「外環の２」が整備された場合においても、周辺の大気の状況は環境基準

を達成するものと考えられるとしている。 

 

  ウ 騒音への影響                【資料編Ｐ．25～27】 

    「外環の２」の整備に伴い、自動車の走行による騒音が懸念されている。 

    これに対し、都は、「外環の２」の整備を行う場合には、できる限り騒

音の低減に努めるとしている。 

 

  エ 振動への影響                【資料編Ｐ．28～29】 

    「外環の２」の整備に伴い、自動車の走行による振動が懸念されている。 

    これに対し、都は、幹線道路において環境省の要請限度を超過する箇所

がないことから、「外環の２」が整備された場合においても、要請限度を

超えるような大きな振動の発生はないものと考えられるとしている。 

 

  オ 地域の分断 

    「外環の２」の整備に伴い、通学路、主な生活動線、町会の一体性等へ

の影響が懸念されている。 

    これに対し、都は、「外環の２」が整備された場合においても、道路の

横断箇所を適切に配置することにより、通学路や主な生活動線、町会の一

体性への影響を緩和することが可能と考えられるとしている。 
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２ 西武新宿線の立体化および「外環の２」の周辺地域のまちづくりについて 

 

 ⑴ 西武新宿線の立体化について            【資料編Ｐ．30】 

   区内の西武新宿線には、13箇所の踏切が存在し、交通渋滞の発生や、踏切

事故の危険性、地域の分断による生活の不便や沿線地域のまちづくりの遅れ

などの問題を引き起こしている。 

   また、「外環の２」を含め５本の都市計画道路と交差する計画となってい

る。 

   国は、平成19年４月に公表した「踏切交通実態総点検結果」において、遮

断時間が長い、または自動車の交通量が多い、歩行車および自転車の交通量

が多いといった観点から、区内６箇所を「緊急対策踏切」として抽出してい

る。 

   また、都は、平成16年６月に策定した「踏切対策基本方針」において、区

内７箇所を「重点踏切」として抽出するとともに、これらの解消を図るため、

区内全区間を含む井荻～東伏見駅付近を「鉄道立体化の検討対象区間」とし

て位置付けている。その後、都は、平成20年６月に、この区間について連続

立体交差事業の「事業候補区間」に位置付け、事業化に向けた取組を進める

としている。 

   連続立体交差事業とは、市街地において道路と交差している鉄道を一定区

間連続して高架化または地下化することにより、多数の踏切の除却や新たに

整備する道路との立体交差化を一挙に実現する都市計画事業であり、道路整

備の一環として実施されている。 

   一方、こうした連続立体交差事業の実施にあたっては、周辺の道路や駅前

広場の整備など、沿線地域のまちづくりを一体的、総合的に進めることによ

り、事業効果を高めることが重要であるとされている。 

   そこで、立体化の実現に向けては、沿線地域のまちづくりの熟度を高めて

いくことが不可欠である。 

   こうした中、上井草駅、上石神井駅、武蔵関駅の３駅の周辺地区ではそれ

ぞれ、地域住民によりまちづくり協議会が組織され、立体化を見据えたまち

づくりの検討が進められてきている。 

 

 ⑵ 「外環の２」の周辺地域のまちづくりについて  【資料編Ｐ．31～32】 

   区は、平成13年３月に「練馬区都市計画マスタープラン」を策定し、「だ

れもが安心して快適に暮らせるまち、地域コミュニティを大切にした活力の

あるまち」をまちの将来像の目標として掲げ、地区ごとにまちの特性や課題、

まちづくりの方針を踏まえて、その実現を目指してきた。 

   「外環の２」の周辺地域においても、暮らしやすい生活環境の創出、災害

に強いまちづくり、快適な住環境の整備・保全、円滑で安全な交通環境の向

上などの視点から、まちづくりを推進していくことが必要である。 

   このうち、上石神井駅周辺地区では、平成13年12月に地元町会と商店会に

より「上石神井駅周辺地区まちづくり協議会」が組織され、その中で、まち

の課題、まちづくりの方針や土地利用および道路交通網などのあり方につい

ての意見をとりまとめ、平成16年７月に、区長へ「上石神井駅周辺地区まち
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づくり構想（提言書）」を提出した。その後、区は、平成20年３月に、今後

のまちづくりの進め方について、整備の方向性を示すために、この提言書を

もとに、地域住民の意見も踏まえ、「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」

を策定している。 

   また、大泉・石神井・三原台周辺でも、平成23年８月に地域住民により「大

泉・石神井・三原台周辺まちづくり協議会」が発足し、まちづくりの方向性

やあり方を検討している。 
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１ 「外環の２」について 

 

   地域の現状や「外環の２」の整備効果などを踏まえ、区としては、あらた

めて、「外環の２」は、区内の南北交通に資する都市計画道路であるととも

に、快適な都市環境の創出や延焼遮断帯の形成などの環境面、防災面などの

観点からも重要な都市計画道路であると考えている。 

   したがって、「外環の２」について、都市計画の取り扱いを明確にした上

で、早期に整備を図るよう、都に要請していく。その際には、次の事項に配

慮するよう、あわせて都に要請していく。 

 

  ア 広域的な幹線道路としての機能は、「外環」などが主に担うと考えられ

ることから、「外環の２」については、地域における幹線道路としての機

能を重視し、車道は２車線（片側１車線）とすること。 

 

  イ 歩行者や自転車が安全かつ快適に通行できるよう、広幅員の歩道と自転

車道を確保すること。 

 

  ウ 沿道の建築物の状況を踏まえ、延焼遮断帯としての機能が発揮できる幅

員を確保すること。 

 

  エ 快適な都市環境の創出や身近なみどりの確保の視点から、広幅員の植樹

帯など緑地空間を確保し、可能な限り緑化を図ること。 

 

  オ 周辺地域の公共交通の利便性の向上が期待されることから、道路整備と

あわせた新たな公共交通の導入について、区と連携して取り組むこと。 

 

  カ 道路整備により移転を余儀なくされる関係権利者の生活再建について、

迅速かつ適切な対応を行うこと。特に、「外環」が既に事業化されている

ことを踏まえ、国と調整し、「外環」に係る用地取得または権利設定と一

体的な対応を図ること。 

 

  キ 道路整備により懸念される大気汚染や騒音・振動など環境への影響につ

いて、必要に応じて適切な対策を講じること。 

 

  ク 道路整備により懸念される通学路や交差道路の分断等について、区と協

議しながら対策を講じること。 

 

  ケ 道路整備に対する地域住民の不安や懸念を払拭するため、今後も、計画、

事業の各段階に応じて、適切かつ十分な情報の提供を行うとともに、意見

の把握に努めること。 

 

今後の取組方針 
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  コ 都市計画決定から40年以上が経過していることから、早急に都市計画に

関する都の方針をとりまとめ、早期に整備に着手すること。 

 

 

２ 西武新宿線の立体化および「外環の２」の周辺地域のまちづくりについて 

 

   「外環の２」と交差する西武新宿線の区内全区間について、沿線地域のま

ちづくりの熟度の高まりを踏まえて、早期に連続立体交差化を図るよう、都

に要請していく。その実現に向けて、区は、地域住民などと協働して、促進

活動を行うとともに、沿線地域のまちづくりを推進していく。 

   また、「外環の２」の整備の段階に応じて、すでにまちづくりの検討が始

まっている上石神井駅周辺地区、大泉・石神井・三原台周辺はもちろんのこ

と、それ以外の沿道地域も含め、「外環の２」の周辺地域のまちづくりを、

区は、地域住民などと協働して推進していく。 

   こうした地域住民や区が推進するまちづくりについて、総合的に支援や協

力を行うよう、都に要請していく。 

 


